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発表いたしておbませんが､ そのpreprint は 1月22日物性研での土曜強
請のあとで近藤氏に手渡 しました｡ このような事情で私の小論文 (英文)の日
本語訳を以下に掲載する次牙です｡
近藤 fl)が 3次の摂動理論で不細物スピンによる伝導電子の散乱に log の特
異性を見出 して以来､多 くの研究(2卜(6)がこの log'の特異性の源を明かにす
るためになされてきたO長爾E3)は相互作用が反強磁性的のばあいには､摂動の
取扱hカ亨ある限界温度以下でbreakdoⅦ1すること及びFermi 面の近 くに





がこの温度以下でbreakdown するとい う長岡の主張を確認 し､.さらに局在







冨-砧 eka払ako-京 急.i(覇 鋤-ak:iakl)sz
+ak*,†aklS-+ak*.iakfS+i, 仙
のように現わ･される.ここにa芸Oとako は通常の波数ベク トル kとス ピン Oを
もつ伝導電子を作ったbこわ したbするオペ レーターでI Ekは Femi ェ -




つL,､て行 うとい うように仮定 してみ よう. このような- ミノレト-アンの簡単化
は超伝導理論におけるCoopeTPaiTsの形成を説明するためにCooper(7)に
よって非常な成功をもって用Lへられた方法で､ 多分現在の場合即ち局在ス ピン
の動力学的性格を考慮する場合にもまた正当付けることが出来 よう｡ 同 じ簡単
化は現- ミル ト=アンに対 して別の 目的のために近藤t'8)によっでも用h られた｡
この ような簡単化を行 うとき､我々は kF よお大きい波数ベク トルをもつ電子
の固有状態を考えることが出来る｡













































となる｡ここにβとDはFermi 面近 くの歌麿密度 とバンド巾である｡ これら
のboundstateSの固有函数はそれぞれ





となれ これ ら波動函数の空間的拡 軒は､不純物原子から速い所でCW kFrj12
で与え られる･. boundstateは kTと～囲 壱与え られる｡ bouTid Sもa七e
はkTc～潤Iの程度の温度で消えてしまうo tr巧!1.etboundstateでは局





消えてしまうであろう｡ この結果 は 摂動計算によってえられた推論 甲 と一致
している. かようにしてJ<0 の場合のTc 以下で甲摂動計算がbreak do-





























残 すよう更 正,uncaもeしたo Lかしこれほelectron･の代りにholeで置き
換 えても矧じセ† この場合には裏準えLにノレてbo19-hole相互作用をとり
入 れたことになる占





｡さら軍琴線の線型結 合をと り an芋a覇 とおきan の作 ｡方を更に変分パラメタ
として導入しているや',ー この効果は現在のところ何もえられTJいないし現状は
我々の結果 か らは一歩 も出ていな心 と云わねばならない.I
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